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『
白
澤
圖
』
を
め
ぐ
る
辟
邪
文
化
の
変
遷
と
受
容

佐

々

木

聡

は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
唐
以
前
の
鬼
神
観
の
宗
教
史
的
意
義
を
探
る
た
め
、
六
朝

初
期
の
道
教
経
典
『
女
青
鬼
律
』
『
洞
淵
神
呪
經
』
を
材
料
と
し
て
初
期
道
教

経
典
に
お
け
る
鬼
神
観
念
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
道
教
に
お
け
る

（
一
）

鬼
神
観
念
の
流
れ
が
、
道
教
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
人
々
の
心
性
の
中
に
あ
る

鬼
神
観
念
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
っ
て
き

た
。
そ
も
そ
も
『
女
青
鬼
律
』
や
『
洞
淵
神
呪
經
』
は
、
従
来
、
民
間
信
仰
と

の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
具
体
的
な
検
討
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
こ
う
し
た
初
期
道
教
の
鬼
神
観
に
つ
い
て
、
時
期
を
同
じ
く

す
る
人
々
の
基
層
文
化
の
中
に
見
え
る
鬼
神
観
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠
で
あ

（
二
）

ろ
う
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
辟
邪
方
法
や
形
式
内
容
な
ど
『
女
青
鬼
律
』
と
多

く
の
共
通
点
を
持
つ
『
白
澤
圖
』
で
あ
る
。『
白
澤
圖
』
は
古
く
は
『
瑞
應
圖
』

や
『
宋
書
』
符
瑞
志
な
ど
に
見
え
る
白
澤
伝
説
に
由
来
す
る
辟
邪
の
書
で
あ
る
。

六
朝
初
期
に
成
立
し
た
本
書
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
初
め
神
仙
家
に
よ
り
好

ん
で
用
い
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
道
教
経
典
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
ず
、
宋

代
頃
に
散
佚
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
「
白
澤
」
の
名
前
を
冠
し

た
辟
邪
書
・
辟
邪
呪
物
が
い
く
つ
も
派
生
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
基
層
文
化

の
一
部
と
し
て
『
白
澤
圖
』
や
辟
邪
神
獣
「
白
澤
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
の
間

に
浸
透
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
、
こ
う
し
た
『
白
澤
圖
』
を
め
ぐ
る
長
期
的
な
文
化
現
象
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
本
来
、
神
仙
道
を
志
向
す
る
一
部
の
人
々
に
よ
り
読
ま
れ
た
『
白

澤
圖
』
が
、
徐
々
に
信
仰
の
形
を
変
え
、
よ
り
広
く
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
く

過
程
を
描
き
出
し
、
そ
の
受
容
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

一

『
白
澤
圖
』
及
び
神
獣
白
澤
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理

先
ず
は
、
『
白
澤
圖
』
及
び
神
獣
白
澤
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。

第
一
に
、
『
白
澤
圖
』
に
関
す
る
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
、
清
・
馬
國

翰
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
、
洪
頤
煊
『
經
典
集
林
』
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一

補
『
本
邦
残
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

一
九
六
八
年
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
る
三
種
の
輯
本
が
あ
っ
た
。
し
か
し
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な
が
ら
、
い
ず
れ
も
佚
文
を
機
械
的
に
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
『
白
澤
圖
』
の

書
誌
的
な
状
況
や
そ
れ
ぞ
れ
の
佚
文
の
性
質
な
ど
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
以
前
、
未
見
の
佚
文
を
加
え
て
改
め
て
輯
本
を
作
成
す

る
際
に
、
書
誌
目
録
学
的
検
討
に
加
え
、
佚
文
を
引
く
資
料
を
通
年
代
的
に
整

理
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
『
白
澤
圖
』
の
成
立
か
ら
散
佚
に
至
る
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
。

（
三
）

次
に
、
敦
煌
本
『
白
澤
精
恠
圖
』
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
本
書
に
関
す
る

研
究
も
ま
た
研
究
史
的
に
は
『
白
澤
圖
』
に
関
す
る
研
究
の
一
部
と
見
な
せ
る
。

と
言
う
の
も
、
先
行
研
究
の
多
く
が
『
白
澤
圖
』
と
『
白
澤
精
恠
圖
』
を
同
一

の
書
と
見
な
し
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
史
の
最
初
に
王

（
四
）

重
民
氏
が
『
白
澤
精
恠
圖
』
を
失
わ
れ
た
『
白
澤
圖
』
で
あ
る
と
し
て
紹
介
し

て
以
来
、
半
ば
通
説
と
な
っ
て
き
た
。
尤
も
、
松
本
榮
一
・
高
國
藩
両
氏
は
両

者
を
別
個
の
書
と
見
な
す
が
、
こ
れ
ま
で
全
く
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ

（
五
）

の
状
況
に
対
し
、
近
年
、
游
自
勇
氏
と
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
究
か
ら
両

者
を
別
個
の
書
と
す
る
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
発
表
の
中
で
、
筆
者
は

（
六
）

『
白
澤
精
恠
圖
』
の
実
見
調
査
に
基
づ
き
、
写
本
末
尾
に
あ
る
「
白
澤
精
恠
圖
」

の
尾
題
が
、
後
人
に
よ
る
命
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
は
、
従
来
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
を
『
白
澤
圖
』
と
同
一
視
す
る
根
拠
と
な
っ

て
き
た
写
本
の
尾
題
の
信
頼
性
に
疑
義
を
呈
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
二
章
で
や

や
詳
し
く
紹
介
す
る
）
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
、
小
稿
で
も
両
書
を
別
個

の
書
と
見
な
し
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
と
は
一
線
を
画
す
の
が
、
神
獣
白
澤
に
関
す
る
研
究

で
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
、
後
述
す
る
「
白
澤
之
圖
」
や
「
白
澤
避
恠
圖
」
な
ど

の
絵
画
資
料
、
つ
ま
り
神
獣
白
澤
が
描
か
れ
た
辟
邪
絵
や
護
符
に
関
す
る
研
究

で
あ
る
。
早
く
は
江
戸
の
儒
学
者
・
屋
代
弘
賢
の
『
白
澤
考
』
が
あ
り
、
そ
の

後
近
年
ま
で
原
田
叔
人
、
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ー
パ
ー
、
西
岡
弘
、
熊
澤
美
弓
、
坂

出
祥
伸
ら
諸
氏
の
研
究
が
あ
る
。

（
七
）

以
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、
筆
者
が
問
題
視
す
る
の
が
、
ふ
た
つ
の
研
究
の

流
れ
、
つ
ま
り
『
白
澤
圖
』
に
関
す
る
研
究
と
神
獣
白
澤
に
関
す
る
研
究
と
が

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
行
わ
れ
、
従
来
殆
ど
相
互
参
照
的
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
点
で
あ
る
。
或
い
は
『
白
澤
圖
』
と
『
白
澤
精
恠
圖
』
の
同
一
視
の
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
関
係
が
曖
昧
な
ま
ま
研
究
さ
れ
て
き
た
問
題
も
あ
る
。
こ

の
点
は
神
獣
白
澤
に
関
す
る
研
究
に
も
当
て
は
ま
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

状
況
の
た
め
に
、
『
白
澤
圖
』
を
め
ぐ
る
信
仰
文
化
史
の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
如
上
の
問
題
点
を
顧
み
、
各
資
料
の

性
質
に
留
意
し
な
が
ら
、
『
白
澤
圖
』
を
め
ぐ
る
辟
邪
文
化
の
変
遷
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

現
在
見
つ
か
っ
て
い
る
白
澤
資
料
は
、
①
『
白
澤
圖
』
、
②
『
白
澤
地
鏡
』
、

③
『
白
澤
精
恠
圖
』
、
④
白
澤
之
圖
、
⑤
白
澤
避
恠
圖
の
五
つ
に
分
類
で
き
る
。

（
八
）

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
白
澤
資
料
」
と
呼
ぶ
。

白
澤
資
料
は
ま
た
資
料
の
性
格
か
ら
ふ
た
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
②
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
白
澤
伝
説
に
ち
な
み
書
か
れ
た
別
個
の
辟
邪
書
で
あ

る
の
に
対
し
、
④
白
澤
之
圖
と
⑤
白
澤
避
恠
圖
は
、
神
獣
白
澤
を
描
き
辟
邪
に

用
い
た
絵
や
護
符
の
総
称
で
あ
る
。
④
白
澤
之
圖
は
、
中
国
で
は
唐
代
以
降
の

、
、

資
料
、
日
本
で
は
室
町
末
期
以
降
の
資
料
に
見
え
る
が
、
日
本
で
実
物
が
伝
わ

る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
中
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
白
澤
之

圖
は
、
後
述
す
る
明
の
搨
墨
本
（
屋
代
弘
賢
『
白
澤
考
』
所
収
）
以
外
は
伝
存

（
九
）

し
な
い
。
一
方
、
⑤
白
澤
避
恠
圖
は
、
白
澤
を
描
い
た
絵
と
そ
の
題
款
に
怪
異

を
起
こ
す
鬼
神
の
名
を
列
記
し
、
辟
邪
方
法
を
併
記
す
る
な
ど
、
一
定
の
共
通

す
る
形
式
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
④
白
澤
之
圖
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
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る
が
、
白
澤
避
恠
圖
に
の
み
見
ら
れ
る
興
味
深
い
特
徴
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
あ

え
て
④
と
は
区
別
し
て
論
じ
て
み
た
い
。
白
澤
避
恠
圖
は
日
本
に
し
か
現
存
せ

ず
、
「
戸
隠
山
白
澤
避
恠
圖
」
（
刷
り
物
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
よ
り
古
く

は
伝
雪
舟
筆
の
白
澤
避
恠
圖
が
あ
る
。

、
、

二

白
澤
資
料
研
究
（
一
）

『
白
澤
圖
』
及
び
「
白
澤
」
を
冠
す
る
辟
邪
書

本
章
で
は
先
ず
、
白
澤
資
料
と
し
て
よ
り
早
い
時
期
に
成
立
す
る
、
①
『
白

澤
圖
』
、
②
『
白
澤
地
鏡
』
、
③
『
白
澤
精
恠
圖
』
な
ど
の
辟
邪
書
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

①
『
白
澤
圖
』

『
白
澤
圖
』
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
」
を
参
照
さ

れ
た
い
（
註
三
参
照
）
。
本
書
は
悪
鬼
精
怪
の
容
貌
や
名
前
、
そ
れ
に
対
す
る

辟
邪
方
法
に
加
え
、
そ
れ
ら
の
悪
鬼
精
怪
の
絵
を
具
え
た
妖
怪
図
鑑
の
よ
う
な

辟
邪
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
名
前
を
呼
べ
ば
悪
鬼
精
怪
を
撃
退
あ

る
い
は
使
役
で
き
る
と
い
う
辟
邪
理
念
が
全
体
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の

『
白
澤
圖
』
が
初
め
ど
の
よ
う
な
人
々
に
受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
注
目
し
て

み
た
い
。『
白
澤
圖
』
に
関
す
る
最
初
期
の
記
述
と
し
て
晋
・
葛
洪
『
抱
朴
子
』

登
渉
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
ひ
と
問
い
て
曰
く
、
山
川
廟
堂
の
百
鬼
を
辟
く
る
の
法
は
、
と
。
抱
朴

子
曰
く
、
道
士
常
に
天
水
符
及
び
上
皇
竹
使
符
・
老
子
左
契
を
帯
び
、
真

一
を
守
り
て
三
部
將
軍
を
思
う
に
及
ば
ば
、
鬼

敢
え
て
人
に
近
づ
か
ざ

る
な
り
。
其
の
次
は
則
ち
『
百
鬼
録
』
を
論
じ
、
天
下
の
鬼
の
名
字
を
知

る
こ
と
、
『
白
澤
圖
』
・
『
九
鼎
記
』
に
及
ば
ば
則
ち
衆
鬼
自
ら
却
く
。
〔
或

問
曰
、
辟
山
川
廟
堂
百
鬼
之
法
。
抱
朴
子
曰
、
道
士
常
帶
天
水
符
及
上
皇

竹
使
符
・
老
子
左
契
、
及
守
真
一
思
三
部
將
軍
者
、
鬼
不
敢
近
人
也
。
其

次
則
論
『
百
鬼
録
』
、
知
天
下
鬼
之
名
字
、
及
『
白
澤
圖
』
『
九
鼎
記
』

則
衆
鬼
自
却
。
〕
（
新
編
諸
子
集
成
本
）

こ
こ
で
は
山
河
や
廟
な
ど
に
現
れ
る
鬼
神
を
避
け
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て

『
白
澤
圖
』
に
言
及
す
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
登
渉
篇
が
道
士
や
神
仙

家
、
隠
逸
と
い
っ
た
人
々
が
山
に
入
る
際
に
必
要
と
な
る
様
々
な
注
意
事
項
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
道
士
や
神
仙
家
に

と
っ
て
、
山
に
入
る
こ
と
は
、
霊
芝
や
丹
薬
を
得
て
神
仙
に
な
る
た
め
の
修
行

と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
。
山
に
は
山
を
司
る
山
神
や
仙
人
の
他
、
そ
の
配
下

で
あ
る
悪
鬼
精
怪
や
猛
獣
が
棲
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
存
在
は
み
な
山
に
入
る

人
間
を
試
し
た
り
、
悪
さ
を
し
た
り
す
る
が
、
一
方
で
は
入
山
者
が
そ
の
正
体

を
見
破
り
、
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
で
神
仙
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
山
神
か
ら

霊
芝
や
丹
薬
を
賜
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
抱
朴
子
』
で
は
仙
人
に
な
る
た
め
の
試

（
一
〇
）

練
と
し
て
神
仙
や
悪
鬼
精
怪
と
の
遭
遇
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、

悪
鬼
精
怪
の
場
合
に
は
、
神
仙
の
よ
う
に
正
体
を
見
破
る
だ
け
で
な
く
、
辟
邪

を
行
い
、
鬼
の
害
を
避
け
る
か
、
撃
退
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
登

渉
篇
で
は
様
々
な
辟
邪
方
法
が
語
ら
れ
る
が
、
『
白
澤
圖
』
を
用
い
た
辟
邪
方

法
も
ま
た
、
そ
う
し
た
文
脈
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
『
女
青
鬼

律
』
に
見
え
る
名
前
を
呼
ぶ
辟
邪
術
が
、
天
師
道
の
道
士
に
の
み
使
え
る
秘
術

で
あ
る
点
と
も
共
通
し
て
い
る
。
尤
も
、
天
師
道
が
『
女
青
鬼
律
』
を
そ
の
資

格
が
無
い
者
に
み
だ
り
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
と
秘
匿
す
る
の
に
対
し
、
『
白

（
一
一
）

澤
圖
』
は
神
仙
家
以
外
に
も
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
晋
・
干

寶
『
捜
神
記
』
巻
十
二
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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呉
の
諸
葛
恪

丹
陽
太
守
爲
り
し
に
、
嘗
て
獵
に
出
づ
。
兩
山
の
間
に
物

の
小
兒
の
如
き
有
り
、
手
を
伸
ば
し
て
人
を
引
か
ん
と
欲
す
。
恪

之
を

伸
ば
さ
し
め
、
乃
ち
引
き
て
故
の
地
よ
り
去
る
。
故
の
地
よ
り
去
る
に

も
と

即
ち
死
す
。
既
に
し
て
參
佐

其
の
故
を
問
い
、
以
て
神
明
と
爲
す
。
恪

曰
く
、
此
事
は
『
白
澤
圖
』
の
内
に
在
り
、
曰
く
、
兩
山
の
間
、
其
の
精

小
兒
の
如
し
。
人
を
見
ば
則
ち
手
を
伸
ば
し
人
を
引
か
ん
と
欲
す
。
名

は
傒
囊
と
曰
う
。
引
き
て
故
の
地
よ
り
去
ら
ば
則
ち
死
す
、
と
。
神
明
と

謂
い
て
之
を
異
と
す
る
無
か
れ
。
諸
君

偶
た
ま
未
だ
見
ざ
る
の
み
、
と
。

〔
呉
諸
葛
恪
爲
丹
陽
太
守
、
嘗
出
獵
、
兩
山
之
間
有
物
如
小
兒
、
伸
手
欲

引
人
。
恪
令
伸
之
、
乃
引
去
故
地
。
去
故
地
即
死
。
既
而
參
佐
問
其
故
、

以
爲
神
明
。
恪
曰
、
此
事
在
『
白
澤
圖
』
内
、
曰
、
兩
山
之
間
、
其
精
如

小
兒
、
見
人
、
則
伸
手
欲
引
人
。
名
曰
傒
囊
。
引
去
故
地
則
死
。
無
謂
神

明
而
異
之
。
諸
君
偶
未
見
耳
。
〕
（
汪
紹
楹
校
注
本
）

こ
こ
で
は
、
呉
の
丹
陽
太
守
で
あ
っ
た
諸
葛
恪
が
こ
の
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と

が
見
え
る
。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
右
の
資
料
で
補
佐
官
が
妖
怪
を
見
破

（
一
二
）

っ
た
諸
葛
恪
を
神
明
に
喩
え
て
い
る
よ
う
に
、
余
人
に
は
知
り
得
な
い
奇
書
の

類
で
は
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
同
じ
く
『
捜
神
記
』
巻
十
八
陸
敬
叔
条
で
は
、
説

話
を
捕
捉
す
る
資
料
と
し
て
『
白
澤
圖
』
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
干
寶
も
ま

た
『
白
澤
圖
』
を
読
ん
で
い
た
ら
し
い
。
干
寶
も
ま
た
神
仙
家
で
こ
そ
な
か
っ

た
が
、
鬼
神
の
異
聞
を
集
め
た
こ
と
で
、
「
鬼
の
董
狐
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で

あ
り
（
『
晋
書
』
巻
八
二
干
寶
傳
）
、
葛
洪
と
も
深
交
が
あ
っ
た
（
『
晋
書
』
巻

七
二
葛
洪
傳
）
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
『
白
澤
圖
』
の
読
者
層
の
在

り
方
は
、
次
の
『
白
澤
地
鏡
』
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
白
澤
地
鏡

『
白
澤
地
鏡
』
は
、
『
白
澤
圖
』
に
対
す
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
と
も
言
う
べ

き
書
で
あ
る
。
本
書
も
ま
た
散
佚
し
て
お
り
、
佚
文
も
残
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
幸
い
に
、
梁
・
元
帝
『
金
樓
子
』
志
怪
篇
に
言
及
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
本
書
も
ま
た
神
仙
道
と
の
関
わ
り
が
深
い
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

地
鏡
經

凡
そ
三
家
有
り
。
『
師
曠
地
鏡
』
有
り
、
『
白
澤
地
鏡
』
有
り
、

『
六
甲
地
鏡
』
有
り
。
三
家
の
經

但
だ
珍
寳
の
光
氣
を
説
く
の
み
。
前

の
金
樓
先
生

是
れ
嵩
高
な
る
道
士
な
り
、
多
く
名
山
に
遊
び
、
丹
砂
を

尋
ぬ
る
に
、
石
壁
の
上
に
于
い
て
古
文
有
る
を
見
れ
ば
、
見
照
寳
物
の
秘

方
な
り
。
用
い
て
以
て
寳
を
照
ら
し
、
遂
に
金
玉
を
獲
る
。
〔
地
鏡
經
凡

有
三
家
。
有
『
師
曠
地
鏡
』
、
有
『
白
澤
地
鏡
』
、
有
『
六
甲
地
鏡
』
。
三

家
之
經
但
説
珍
寳
光
氣
。
前
金
樓
先
生
是
嵩
高
道
士
、
多
遊
名
山
、
尋
丹

砂
、
于
石
壁
上
見
有
古
文
、
見
照
寳
物
之
秘
方
。
用
以
照
寳
、
遂
獲
金
玉
。
〕

（
謝
章
鋌
校
本
）

先
ず
傍
線
部
に
注
目
す
れ
ば
、
『
白
澤
地
鏡
』
と
は
地
鏡
經
の
一
種
で
あ
り
、

三
種
類
あ
る
地
鏡
經
は
い
ず
れ
も
珍
宝
の
放
つ
霊
異
の
気
に
つ
い
て
解
説
し
た

も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
直
後
の
文
章
で
は
、
高
名
な
道
士
が
名
山
に
て

「
見
照
寶
物
の
秘
方
」
を
用
い
て
金
玉
を
得
た
説
話
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
地

鏡
經
の
内
容
を
類
話
か
ら
説
明
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
『
白
澤
地
鏡
』
を
含
め
、

地
鏡
經
と
は
、
や
は
り
神
仙
道
と
の
関
係
が
深
い
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
地
鏡
」
と
題
す
る
書
物
は
当
時
い
く
つ
も
流
布
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
『
隋
書
』
經
籍
志
に
見
え
る
『
地
鏡
圖
』
が
あ
る
。

（
一
三
）

『
地
鏡
圖
』
も
ま
た
散
佚
し
て
お
り
、
清
朝
学
者
の
輯
本
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

そ
の
ひ
と
つ
馬
國
翰
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
子
篇
五
行
類
所
収
の
輯
本
を
参
照

し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
『
金
樓
子
』
の
記
述
と
よ
く
一
致
す
る
。
中
で
も
注

目
し
た
い
の
が
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
七
山
部
上
・
總
載
山
に
引
か
れ
る
次
の
佚

文
で
あ
る
。
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名
山
に
入
る
に
、
必
ず
先
に
齋
す
る
こ
と
五
十
日
、
白
犬
を
牽
き
、
白
雞

と
鹽
一

勝

と
を
抱
か
ば
、
山
神
大
い
に
喜
び
て
、
芝
草
・
異
藥
・
寶
玉

（
升
）

出
せ
し
む
。
未
だ
山
に
到
ら
ざ
る
こ
と
百
歩
、
呼
び
て
林
林
央
央
と
曰

う
。
此
れ
山
王
の
名
な
り
、
之
を
知
ら
ば
百
邪
を
却
く
。
〔
入
名
山
、
必

先
齋
五
十
日
、
牽
白
犬
、
抱
白
雞
、
以
鹽
一
勝
、
山
神
大
喜
、
芝
草
異
藥

寶
玉
爲
出
。
未
到
山
百
歩
、
呼
曰
林
林
央
央
。
此
山
王
名
、
知
之
却
百
邪
。
〕

（
上
海
古
籍
出
版
校
本
）

こ
こ
で
は
前
半
部
に
、
入
山
の
作
法
を
守
り
、
山
神
を
喜
ば
せ
れ
ば
、
霊
芝
や

寶
玉
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
後
半
部
で
は
、
山
神
（
「
山

王
」
）
の
名
前
を
呼
べ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
邪
鬼
を
却
け
る
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た

山
神
と
修
行
者
の
関
係
や
名
前
を
呼
ぶ
辟
邪
術
は
、
い
ず
れ
も
『
抱
朴
子
』
登

渉
篇
と
共
通
す
る
神
仙
道
的
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
『
白
澤
圖
』

が
読
ま
れ
た
背
景
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
地
鏡
圖
』
に
は
、

金
玉
を
得
る
秘
法
以
外
に
、
金
玉
の
精
な
ど
の
精
怪
に
関
す
る
記
述
も
多
く
、

『
白
澤
圖
』
と
理
念
的
に
も
内
容
的
に
も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

実
際
に
『
白
澤
圖
』
と
共
通
す
る
精
怪
の
佚
文
も
残
っ
て
い
る
。

（
一
四
）

以
上
の
状
況
か
ら
『
白
澤
地
鏡
』
が
成
立
す
る
背
景
を
考
え
て
み
る
と
、
六

朝
期
の
神
仙
道
に
お
い
て
『
白
澤
圖
』
や
地
鏡
經
、
『
地
鏡
圖
』
な
ど
は
神
仙

修
行
へ
と
山
に
入
る
人
々
に
読
ま
れ
た
が
、
そ
の
内
容
や
理
念
に
も
共
通
性
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
素
地
か
ら
、
「
白
澤
」
の
名
を
冠
し
た
地
鏡
經
が
作
成
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
『
白
澤
精
恠
圖
』

こ
う
し
た
『
白
澤
圖
』
と
神
仙
道
の
深
い
結
び
つ
き
は
、
『
白
澤
精
恠
圖
』

が
書
か
れ
た
唐
代
に
入
る
と
徐
々
に
状
況
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
先
ず
『
白
澤
精
恠
圖
』
の
資
料
的
性

格
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
い
。
『
白
澤
精
恠
圖
』
と
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
る
敦
煌
写
本
ペ
リ
オ
二
六
八
二
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
写
本
は

そ
の
画
法
な
ど
か
ら
唐
中
期
頃
に
抄
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
残
巻
本
で
は

（
一
五
）

あ
る
も
の
の
、
末
尾
に
書
か
れ
た
識
語
に
「
白
澤
精
恠
圖
一
巻
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
名
で
通
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
残
巻
本
ス
タ

イ
ン
六
二
六
一
も
ほ
ぼ
同
様
の
体
裁
・
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
残
巻
本

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
に
書
か
れ
た
研
究
で
は
、
『
白
澤
精
恠
圖
』

と
見
な
す
こ
と
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
も
今
、
ス
タ
イ
ン
六
二
六

一
に
つ
い
て
は
こ
の
見
解
に
従
う
。
そ
の
内
容
は
怪
異
現
象
に
よ
る
吉
凶
を
占

う
怪
異
占
と
辟
邪
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
怪
異
の
内
容
を
図
示
す
る
有
図
部

分
と
図
の
な
い
無
図
部
分
に
分
か
れ
る
（
ペ
リ
オ
二
六
八
二
は
有
図
部
分
四
紙
、

無
図
部
分
三
紙
、
ス
タ
イ
ン
六
二
六
一
は
有
図
部
分
二
紙
（
た
だ
し
ど
ち
ら
も

不
完
全
）
が
そ
れ
ぞ
れ
現
存
）
。

本
資
料
は
従
来
そ
の
内
容
に
は
注
意
が
傾
け
ら
れ
て
き
た
が
、
資
料
的
性
格

に
つ
い
て
は
理
解
不
足
の
点
が
あ
っ
た
。
特
に
ペ
リ
オ
二
六
八
二
の
末
尾
に
あ

る
識
語
の
意
味
が
不
明
瞭
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
本
書
を
『
白
澤

圖
』
と
同
一
視
す
る
な
ど
の
問
題
に
繋
が
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
筆
者
は
昨
年
フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
に
て
、
ペ
リ
オ
二
六
八

二
に
つ
い
て
実
見
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
発
表
す

る
予
定
で
あ
る
が
（
註
六
参
照
）
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
残
巻
が
経
て
き

た
複
雑
な
来
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ペ
リ
オ
二
六
八
二
は
本
文

が
抄
写
さ
れ
た
後
、
一
度
ふ
た
つ
の
残
巻
に
分
断
さ
れ
、
暫
く
別
々
に
保
存
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
偶
然
に
両
残
巻
を
入
手
し
た
仏
僧
ら
に
よ
り
張
り
合
わ
さ

れ
、
字
句
な
ど
に
も
修
正
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
書
か
れ
た
の
が

「
『
白
澤
精
恠
圖
』
一
巻
四
十
一
紙
が
成
」
っ
た
と
い
う
識
語
で
あ
る
。
こ
の

、
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四
十
一
紙
は
仏
僧
ら
の
修
復
完
了
後
の
紙
数
で
あ
り
、
「
成
っ
た
」
と
い
う
ニ

ュ
ア
ン
ス
か
ら
考
え
て
も
、
「
白
澤
精
恠
圖
」
の
書
名
は
、
修
復
後
に
仏
僧
ら

が
名
付
け
た
可
能
性
が
高
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
尾

（
一
六
）

題
を
本
来
の
書
名
と
見
な
し
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
を
『
白
澤
圖
』
と
同
一
視
し

て
き
た
従
来
の
研
究
は
再
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

以
上
の
資
料
的
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、『
白
澤
精
恠
圖
』

の
怪
異
観
で
あ
る
。
本
書
は
怪
異
現
象
か
ら
吉
凶
を
判
断
す
る
、
い
わ
ゆ
る
怪

異
占
に
辟
邪
方
法
を
併
記
し
た
辟
邪
書
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
釜
鳴
り
の
怪
異

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
（
／
は
改
行
を
示
す
。
以
下
同
じ
）

子
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
妻
内
に
乱
る
。
丑
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
上
客
・
君
子

の
會
有
り
。
寅
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
嫁
娶
・
吉
慶
の
會
有
り
。
卯
日
に
釜

鳴
ら
ば
、
長
子
傜
役
あ
り
、
其
門
好
か
ら
ず
。
辰
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
家

に
行
有
る
に
父
を
非
と
し
母
に
則
る
。
巳
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
聚

衆
・
獄

訟
の
事
を
憂
う
。
午
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
家
に
奴
婢
を
憂
う
事
有
り
。
未

日
に
釜
鳴
ら
ば
、
家
に
徳
有
り
、
吉
。
酉
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
祀
祠
の
事

有
り
。
申
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
家
に
聚
衆
し
、
凶
、
喪
有
り
。
戌
日
に
釜

鳴
ら
ば
、
凶
、
銭
財
を
耗
や
し
、
凶
。
亥
日
に
釜
鳴
ら
ば
、
官
禄
成
り
、

家
安
樂
に
し
て
、
殃
咎
無
く
、
吉
。
此
れ
皆
な
自
然
の
應
感
な
り
。
之

を
恠
し
ま
ず
ん
ば
則
ち
神
衆
し
。
人

知
ら
ず
し
て
、
之
を
畏
る
れ
ば
、

故
に
疾
を
得
る
。
鬼
神
の
禍
い
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
物
に
自
然
の
恠

有
る
の
み
。
／
釜
鳴
る
を
厭
せ
ん
と
せ
ば
、
後
甲
の
上
の
土
を
取
り
、

五
香
を
合
わ
せ
、
竈
の
額
上
に
塗
ら
ば
、
吉
、
咎
無
し
。
…
…
（
後
略
）

＊
こ
の
後
さ
ら
に
種
々
の
辟
邪
呪
術
を
列
記
〔
子
日
釜
鳴
、
妻
内
乱
。

丑
日
釜
鳴
、
有
上
客
君
子
會
。
寅
日
釜
鳴
、
有
嫁
娶
吉
慶
會
。
卯
日
釜

鳴
、
長
子
傜
役
、
其
門
不
好
。
辰
日
釜
鳴
、
家
有
行
非
父
則
母
。
巳
日

釜
鳴
、
憂
聚
衆
獄
訟
事
。
午
日
釜
鳴
、
家
有
憂
奴
婢
事
。
未
日
釜
鳴
、

家
徳
有
吉
。
酉
日
釜
鳴
、
有
祀
祠
事
。
申
日
釜
鳴
、
家
聚
衆
凶
有
喪
。

戌
日
釜
鳴
、
凶
、
耗
銭
財
凶
。
亥
日
釜
鳴
、
官
禄
成
、
家
安
樂
、
無
殃

咎
、
吉
。
此
皆
自
然
應
感
。
不
恠
之
則
神
衆
。
人
弗
知
、
畏
之
、
故
得

疾
。
非
有
鬼
神
之
禍
也
。
物
有
自
然
恠
耳
。
／
厭
釜
鳴
、
取
後
甲
上
土
、

合
五
香
、
塗
竈
額
上
、
吉
、
無
咎
。
…
…
（
後
略
）
〕
（
ペ
リ
オ
二
六
八

二
・
無
図
部
分
・
第
二
五
～
四
〇
行
）

こ
こ
で
は
、
暦
日
ご
と
に
釜
鳴
り
の
怪
異
が
起
こ
っ
た
際
の
吉
凶
の
判
断
に
加

え
、
凶
事
を
回
避
す
る
術
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部

分
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
釜
鳴
り
を
自
然
の
感
応
で
あ
り
、
決
し
て
鬼
神

、
、
、
、
、

に
よ
る
祟
り
や
災
い
で
は
な
い
と
明
言
す
る
。
こ
れ
は
怪
異
現
象
に
は
鬼
神
の

仕
業
で
は
な
い
自
然
に
起
こ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
よ
う

な
観
念
は
鬼
神
の
存
在
を
前
提
と
す
る
『
白
澤
圖
』
と
は
大
き
く
異
な
る
。

尤
も
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
に
も
鬼
神
に
よ
る
怪
異
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

人
家
に
故
無
く
恐
る
る
は
、
皆
な
是
れ
諸
も
ろ
の
鬼
精
・
變
恠

然
ら

し
む
る
な
り
。
各
お
の
其
の
在
る
所
の
處
に
随
い
、
其
の
名
を
以
て
之

を
呼
ば
ば
、
除
か
る
べ
し
。
又
た
黒
鶏
・
粂
糠
・
三
家
の
醢
を
用
い
て
、

四
達
の
路
に
於
い
て
立
ち
、
其
の
名
を
以
て
之
を
呼
び
、
鶏
の
頭
を
断

ち
て
門
の
上
に
置
き
、
醢
・
鶏
血
も
て
黍
糠
と
和
し
、
以
て
門
・
戸
・

井
・
竈
・
溷
に
塗
ら
ば
、
咎
無
し
。
山
に
上
り
て
畏
る
る
は
、
呼
び
て

善
人
と
曰
う
。
室
に
入
り
て
畏
る
る
は
、
呼
び
て
曺
芋
と
曰
う
。
屏
に

上
り
て
畏
る
る
は
、
呼
び
て
申
儲
と
曰
う
。
道
に
□
し
て
畏
る
る
は
、

（
入
り
て
）

呼
び
て
慶
忌
と
曰
う
。

城
に
上
り
て
畏
る
る
は
、
呼
び
て
鬼
□
と
曰

？

う
。
雷
に
□
し
て
畏
る
る
は
、
鼠
提
と
呼
ぶ
。
淵
に
入
り
て
畏
る
る
は
、

（
遭
い
て
）
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呼
び
て
罔
像
と
曰
う
。
澤
に
□
し
て
畏
る
る
は
、
呼
び
て
委
虵
と
曰
う
。

（
入
り
て
）

此
れ
皆
な
是
れ
其
の
鬼
の
名
な
り
。
故
に
先
ず
其
の
名
を
呼
ば
ば
、
即

ち
人
を
し
て
之
を
畏
れ
せ
し
め
ず
、
鬼
も
亦
た
不
傷
の
者
と
な
ら
し
む

る
な
り
。
〔
人
家
無
故
恐
者
、
皆
是
諸
鬼
精
・
變
恠
使
然
。
各
随
其
所

在
處
、
以
其
名
呼
之
、
可
除
。
又
用
黒
鶏
粂
糠
三
家
醢
、
於
四
達
路
立
、

以
其
名
呼
之
、
断
鶏
頭
置
門
上
、
醢
鶏
血
和
黍
糠
、
以
塗
門
戸
井
竈
溷
、

無
咎
矣
。
上
山
而
畏
者
、
呼
曰
善
人
。
入
室
而
畏
者
、
呼
曰
曺
芋
。
上

屏
而
畏
者
、
呼
曰
申
儲
。
□
道
而
畏
者
、
呼
曰
慶
忌
。
上
城
而
畏
者
、

呼
曰
鬼
□
。
□
雷
而
畏
者
、
呼
鼠
提
。
入
淵
而
畏
者
、
呼
曰
罔
像
。
□

？

澤
而
畏
者
、
呼
曰
委
虵
。
此
皆
是
其
鬼
名
。
故
先
呼
其
名
、
即
使
人
不

畏
之
、
鬼
亦
不
傷
者
也
。
〕
（
ペ
リ
オ
二
六
八
二
・
無
図
部
分
・
第
五
五

～
六
三
行
）

こ
こ
で
は
、
様
々
な
場
所
で
「
恐
」
「
畏
」
、
つ
ま
り
恐
慌
状
態
に
陥
る
と
い

っ
た
怪
異
現
象
を
、
い
ず
れ
も
鬼
精
や
変
怪
が
引
き
起
こ
す
も
の
と
す
る
。『
白

澤
精
恠
圖
』
の
想
定
す
る
怪
異
に
は
、
こ
の
よ
う
に
鬼
神
に
よ
る
も
の
と
自
然

に
起
こ
る
も
の
、
ふ
た
つ
の
怪
異
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
『
白
澤
圖
』
が
悪
鬼
精
怪
を
撃
退
す
る
内
容
を
持
つ
こ
と
は
、
神

仙
家
の
需
要
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
仙
家
に
と
っ
て
悪

鬼
精
怪
と
は
、
修
行
者
を
試
す
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
を
撃
退
す
る
こ
と
が
神
仙

と
な
る
た
め
の
試
練
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
で

は
悪
鬼
精
怪
の
み
な
ら
ず
自
然
の
怪
異
を
も
想
定
し
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
自
然

の
怪
異
に
対
し
て
も
辟
邪
を
行
う
。
要
す
る
に
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
は
辟
邪
対

象
を
鬼
神
で
は
な
く
、
そ
れ
も
含
め
た
怪
異
現
象
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
鬼
神
と
の
遭
遇
を
ひ
と
つ
の
試
練
と
捉
え
る
『
抱
朴
子
』
登
渉
篇

の
文
脈
と
は
大
き
く
異
な
る
。

加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
が
怪

異
占
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
怪
異
占
と
言
う
の
は
、

、

「
～
～
と
い
う
怪
異
が
あ
れ
ば
、
…
…
が
起
こ
る
（
～
～
の
怪
異
は
、
…
…
の

前
兆
で
あ
る
）
」
の
よ
う
な
記
事
を
指
す
が
、
本
来
『
白
澤
圖
』
に
は
怪
異
占

の
記
事
は
無
く
、
悪
鬼
精
怪
の
記
事
を
中
心
と
す
る
辟
邪
書
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
怪
異
占
を
中
心
と
す
る
辟
邪
書
に
、
白
澤
の
名

（
一
七
）

を
冠
し
て
『
白
澤
精
恠
圖
』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
白
澤
圖
』
や
そ
の

他
の
白
澤
資
料
に
対
す
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
鬼
神
の
み
を
直
接
辟
邪
す
る

も
の
か
ら
、
怪
異
に
遭
遇
し
、
占
卜
に
よ
る
判
断
を
経
た
上
で
辟
邪
を
行
う
状

況
を
想
定
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
白
澤
資
料
の
辟
邪
理
念
の
変
遷
を
考
え
る
た
め
、
次
章
で
は
も
う

一
方
の
白
澤
資
料
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三

白
澤
資
料
研
究
（
二
）

神
獣
白
澤
を
描
い
た
辟
邪
絵
・
呪
符

本
章
で
は
、
前
章
で
の
白
澤
を
冠
す
る
辟
邪
書
の
検
討
を
踏
ま
え
、
白
澤
資

料
の
人
々
に
よ
る
受
容
の
転
換
期
と
も
言
え
る
唐
代
以
降
に
現
れ
て
来
る
、
神

獣
白
澤
を
描
い
た
辟
邪
絵
や
呪
符
な
ど
の
特
徴
や
辟
邪
理
念
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た
い
。

④
白
澤
之
圖
（
白
澤
圖
）

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
白
澤
之
圖
と
は
、
こ
こ
で
は
神
獣
白
澤
を
描
き
辟
邪

に
用
い
た
絵
画
や
呪
符
を
総
称
し
て
言
う
。
白
澤
之
圖
は
、
資
料
上
で
は
唐
後

半
頃
か
ら
詩
歌
や
説
話
の
中
に
見
え
始
め
る
。
例
え
ば
、
宋
・
阮
閲
『
詩
話
總

龜
』
前
集
・
巻
三
七
に
見
え
る
唐
代
の
詩
話
に
白
澤
之
圖
が
見
え
る
。



- 52 -

中国学の新局面

（
羅
）
隱

顧
雲
と
同
に
淮
南
相
國
高
駢
に
謁
す
。
雲
の
人
と
爲
り
雅
律

な
れ
ば
、
高
公
遂
に
雲
を
留
め
て
隱
を
遠
く
。
隱

武
陵
に
歸
ら
ん
と
欲

す
る
に
、
賓
幕
と
與
に
雲
亭
に
酌
餞
す
。
盛
暑
な
れ
ば
、
青
蠅

坐
に
入

る
。
高
公

命
じ
て
扇
ぎ
て
之
を
驅
ら
し
む
る
に
、
隱
に
謔
れ
て
曰
く
、

青
蠅

扇
に
扇
が
れ
席
を
離
る
、
と
。
隱

聲
に
し
て
曰
く
、
白
澤

釘
に

遭
い
釘
う
た
れ
て
門
に
在
り
、
と
。
偶
た
ま
白
澤
の
圖
の
釘
う
た
れ
て
門

扇
に
在
る
を
見
、
乃
ち
雲
を
譏
る
な
り
。
〔
隱
與
顧
雲
同
謁
淮
南
相
國
高

駢
。
雲
爲
人
雅
律
、
高
公
遂
留
雲
而
遠
隱
。
隱
欲
歸
武
陵
、
與
賓
幕
酌
餞

於
雲
亭
。
盛
暑
、
青
蠅
入
坐
。
高
公
命
扇
驅
之
、
謔
隱
曰
、
青
蠅
被
扇
扇

離
席
。
隱
聲
曰
、
白
澤
遭
釘
釘
在
門
。
偶
見
白
澤
圖
釘
在
門
扇
、
乃
譏
雲

也
。
〕
（
四
部
叢
刊
本
）

こ
こ
で
は
白
澤
之
圖
（
「
白
澤
圖
」
）
が
門
扉
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
羅
隱
は
こ

れ
を
白
澤
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
神
獣
白
澤
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
そ
の
他
、
近
い
時
期
の
資
料
と
し
て
は
、
北
宋
・
釋
道
原
の
『
景

徳
傳
燈
録
』
巻
十
六
・
澧
州
樂
普
山
元
安
禪
師
（
八
三
四
～
八
九
八
年
）
の
伝

記
で
は
、
元
安
が
禅
問
答
の
中
で
「
家
に
白

の
圖
有
ら
ば
、
必
ず
や
是
の

如
き
妖
怪
無
か
ら
ん
〔
家
有
白

之
圖
、
必
無
如
是
妖
怪
。
＊

は
澤
に
同

じ
〕
（
永
楽
北
蔵
本
）
」
と
言
う
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
仏
教
に
お
い
て
も
白

澤
之
圖
の
あ
り
方
は
大
差
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
白
澤
之
圖
は
以

後
様
々
な
資
料
に
散
見
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
唐
中
後
期
頃
か
ら
辟
邪
圖
と
し
て

白
澤
を
描
く
慣
習
が
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑤
白
澤
避
恠
圖

次
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
白
澤
之
図
と
し
て
、
日
本
の
白
澤
避
恠
圖
に
も
注
目

し
て
み
た
い
。
こ
の
形
式
の
辟
邪
絵
と
し
て
は
、
江
戸
・
屋
代
弘
賢
『
白
澤
考
』

に
見
え
る
伝
雪
舟
筆
と
さ
れ
る
白
澤
画
が
最
も
古
い
。
そ
の
題
款
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

『
渉
世
録
』
巻
廿
一
に
云
え
ら
く
、
季
子
問
う
て
曰
く
、
人
家
に
或
い
は

の
呼
ぶ
こ
と
有
り
、
或
い
は
釜
の
鳴
る
こ
と
有
り
、
是
れ
何
れ
の
怪

な
る
か
。
對
え
て
曰
く
、
昔
、
軒
轅
黄
帝

白

に
問
い
て
曰
く
、
天
下

寧
静
に
し
て
、
何
れ
の
怪
を
見
る
か
。
白

乃
ち
言
え
ら
く
、
若
し
怪

を
解
か
ん
と
要
め
ば
、
但
だ
白
澤
の
圖
を
將
て
堂
屋
の
壁
に
於
い
て
之

も
と

を
掛
け
よ
。
妖
怪
有
り
と
雖
も
、
災
い
を
成
す
能
わ
ず
。
／
赤
蛇
の
地
に

落
つ
る
は
、
鬼
の
名

大
扶
。
蛇
の
相
い
交
わ
る
を
見
る
は
、
鬼
の
名

神

通
。
蛇
の
人
家
に
入
る
は
、
鬼
の
名

孔
狗
。
狗
の
人
家
に
上
る
は
、
鬼

の
名

春
女
。
狗
行
く
に
耳
を
反
ら
す
は
、
鬼
の
名

大
陽
。
狗
の
床
に
上

り
て
臥
す
は
、
鬼
の
名

神
霞
。
鼠
の
聲
を
あ
げ
る
こ
と
喞
喞
た
る
は
、

鬼
の
名

金
曹
。
鼠
の
耕
や
し
て
地
を
破
る
は
、
鬼
の
名

金
光
。
鼠
の
屋

上
に
聲
を
あ
げ
る
は
、
鬼
の
名

夜
蓬
。
飯
瓶
の
聲
を
作
す
は
、
鬼
の
名

吹
、
一
に
斂
に
作
る
。
夜

夢
に
不
祥
を
見
る
は
、
鬼
の
名

臨
月
。
夜

夢
に
鬼
を
見
る
は
、
鬼
の
名

大
光
。
鶏
の
輭
子
を
生
む
有
る
は
、
鬼
の

名

彩
女
。
夜
に
鶏
の
聲
を
聞
く
は
、
鬼
の
名

賊
吏
。
鳥
の
屎
し
て
人
の

衣
を
汚
す
は
、
鬼
の
名

飛
遊
。
䳄
の
雄
の
聲
を
作
す
は
、
鬼
の
名

死
龍
。

野
鳥
の
屋
に
入
る
は
、
鬼
の
名

石
穴
。
狐
狸
の
聲
を
作
す
は
、
鬼
の
名

懐
珠
、
一
に
琳
に
作
る
。
血
の
人
衣
を
汚
す
は
、
鬼
の
名

遊
光
。
／
凡

そ
此
の
怪
有
ら
ば
則
ち
鬼
の
名
を
呼
べ
。
其
の
怪
忽
ち
自
ら
滅
し
、
地
に

入
る
こ
と
三
尺
。〔
『
渉
世
録
』
巻
廿
一
云
季
子
問
曰
、
人
家
或
有

呼
、

或
有
釜
鳴
、
是
何
怪
也
。
對
曰
、
昔
軒
轅
黄
帝
問
白

曰
、
天
下
寧
静
、
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見
何
怪
乎
。
白

乃
言
若
要
解
怪
、
但
將
白
澤
圖
於
堂
屋
壁
掛
之
。
雖

有
妖
怪
、
不
能
成
災
。
／
赤
蛇
落
地
、
鬼
名
大
扶
。
見
蛇
相
交
、
鬼
名
神

通
。
蛇
入
人
家
、
鬼
名
孔
狗
。
狗
上
人
家
、
鬼
名
春
女
。
狗
行
反
耳
、
鬼

名
大
陽
。
狗
上
床
臥
、
鬼
名
神
霞
。
鼠
聲
喞
喞
、
鬼
名
金
曹
。
鼠
耕
破
地
、

鬼
名
金
光
。
鼠
屋
上
聲
、
鬼
名
夜
蓬
。
飯
瓶
作
聲
、
鬼
名
吹
一
作
斂
。
夜

夢
見
不
祥
、
鬼
名
臨
月
。
夜
夢
見
鬼
、
鬼
名
大
光
。
鶏
有
生
輭
子
、
鬼
名

彩
女
。
夜
聞
鶏
聲
、
鬼
名
賊
吏
。
鳥
屎
汚
人
衣
、
鬼
名
飛
遊
。
䳄
作
雄
聲
、

鬼
名
死
龍
。
野
鳥
入
屋
、
鬼
名
石
穴
。
狐
狸
作
聲
、
鬼
名
懐
珠
一
作
琳
。

血
汚
人
衣
、
鬼
名
遊
光
。
／
凡
有
此
怪
則
呼
鬼
名
、
其
怪
忽
自
滅
、
入
地

三
尺
。
〕

（
一
八
）

先
ず
、
冒
頭
に
引
か
れ
る
『
渉
世
録
』
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
正
体
不

明
の
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
坂
出
祥
伸
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
宋
代
の
徐

（
一
九
）

彭
年
の
著
作
で
あ
る
。
徐
彭
年
は
、
南
宋
・
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
八

の
田
渭
『
辰
州
風
土
記
』
条
に
、
南
宋
の
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
年
）
に
徐
彭

年
が
郡
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
（
「
『
辰
州
風
土
記
』
六
巻
／
教
授

縉
雲
田
渭
伯
清
撰
。
隆
興
二
年
、
郡
守
徐
彭
年
。
」
（
叢
書
集
成
本
）
）
、
概
ね

十
二
世
紀
頃
の
人
で
あ
る
と
言
え
る
。
彼
の
著
作
は
『
宋
史
』
卷
二
百
五
藝
文

志
四
・
子
類
一
・
雜
家
類
に
『
渉
世
録
』
二
十
五
卷
、
『
渉
世
後
録
』
二
十
五

卷
、
『
坐
忘
論
』
一
卷
が
見
え
る
が
、
『
渉
世
録
』
は
程
な
く
散
佚
し
た
ら
し

く
、
佚
文
さ
え
も
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
完
本
が
日
本
に

入
っ
て
き
た
と
も
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
稀
覯
書
を
引
く
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
白
澤
避
恠
圖
の
原
型
は
中
国
で
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
先
の
『
渉
世
録
』
か
ら
の
引
用
（
傍
線
部
）
に
注
目
し
て
み
た

（
二
〇
）

い
。
こ
こ
に
白
澤
と
黄
帝
の
伝
説
が
見
え
る
が
、
実
は
、
こ
の
伝
説
は
唐
代
以

前
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
唐
・
王
瓘

廣
『
軒
轅
本
紀
』
に
見
え
る
白
澤
伝
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

帝

巡
狩
し
東
の
か
た
海
に
至
り
、
桓
山
に
登
る
。
海
濱
に
於
い
て
白
澤

な
る
神
獸
を
得
る
。
（
白
澤
）
能
く
言
い
、
萬
物
の
情
に
達
す
。
因
り
て

天
下
の
鬼
神
の
事
を
問
う
。
古
自
り
「
精
氣
の
物
と
爲
り
、
遊
魂
の
變
を

爲
す
」
＊
者
は
、
凡
そ
萬
一
千
五
百
二
十
種
。
白
澤

之
を
言
い
、
帝

圖

を
以
て
之
を
寫
さ
し
め
、
以
て
天
下
に
示
す
。
帝
乃
ち
祝
邪
の
文
を
作
り

以
て
之
を
祝
う
。
＊
『
周
易
』
繫
辭
上
傳
に
「
精
氣
為
物
、
遊
魂
為
變
、

是
故
知
鬼
神
之
情
状
」
（
十
三
經
注
疏
本
）
と
あ
る
。
〔
帝
巡
狩
東
至
海
、

登
桓
山
、
於
海
濱
得
白
澤
神
獸
、
能
言
、
達
於
萬
物
之
情
。
因
問
天
下
鬼

神
之
事
、
自
古
精
氣
爲
物
・
遊
魂
爲
變
者
、
凡
萬
一
千
五
百
二
十
種
。
白

澤
言
之
、
帝
令
以
圖
寫
之
、
以
示
天
下
。
帝
乃
作
祝
邪
之
文
以
祝
之
。
〕

（
道
蔵
本
『
雲
笈
七
籤
』
巻
一
〇
〇
所
引
）

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
白
澤
は
人
語
を
話
し
、
万
物
の
理
に
通
暁
し
た
神
獣
で
あ
り
、

黄
帝
は
白
澤
か
ら
鬼
神
の
こ
と
を
聞
き
、
鬼
神
の
姿
を
描
か
せ
、
そ
し
て
辟
邪

の
文
を
作
っ
た
。
『
白
澤
圖
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
唐
以
前
に
書
か
れ
た

白
澤
を
冠
す
る
辟
邪
書
が
理
念
と
し
た
の
は
、
神
獣
白
澤
に
よ
り
授
け
ら
れ
た

膨
大
な
知
識
（
「
萬
物
之
情
」
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
『
渉
世
録
』

（
二
一
）

の
佚
文
（
傍
線
部
）
で
は
、
白
澤
自
身
の
絵
を
描
く
こ
と
で
辟
邪
に
供
す
と
い

う
筋
立
て
に
変
わ
っ
て
い
る
。
同
様
の
筋
立
て
の
変
化
は
、
先
述
の
明
代
の
搨

墨
本
白
澤
之
図
に
も
見
ら
れ
る
。
伝
説
の
変
化
と
白
澤
之
圖
の
流
布
、
い
ず
れ

（
二
二
）

が
先
に
あ
っ
た
か
は
判
断
で
き
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
唐
代

以
降
、
徐
々
に
『
白
澤
圖
』
に
代
わ
り
、
白
澤
之
圖
が
人
々
に
浸
透
し
て
い
っ

た
状
況
が
窺
え
る
。

同
時
に
注
目
し
た
い
の
が
、
白
澤
避
恠
圖
の
辟
邪
理
念
で
あ
る
。
冒
頭
で
「
人
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家
に
或
い
は

の
呼
ぶ
こ
と
有
り
、
或
い
は
釜
の
鳴
る
こ
と
有
り
、
是
れ
何

れ
の
怪
な
る
か
。
」
と
あ
り
、
白
澤
避
恠
圖
の
辟
邪
対
象
も
ま
た
最
初
に
怪
異

現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
こ
の
怪
異
は
『
白
澤

精
恠
圖
』
が
想
定
す
る
よ
う
な
複
雑
な
怪
異
観
（
鬼
神
に
よ
る
怪
異
／
自
然
の

怪
異
）
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
破
線
部
に
「
赤
蛇
の
地
に
落
つ
る
は
、
鬼
の
名

大
扶
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
全
て
の
怪
異
が
鬼
神
に
よ
る
も
の
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
辟
邪
方
法
も
白
澤
避
恠
圖
で
は
鬼
神
の
名
前
を
呼
ぶ
方
法

に
統
一
さ
れ
て
お
り
（
波
線
部
）
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
が
名
前
を
呼
ぶ
方
法
以

外
に
も
煩
雑
な
辟
邪
呪
術
・
儀
礼
を
多
く
挙
げ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
条

数
に
し
て
も
、
『
白
澤
圖
』
が
三
二
〇
条
の
鬼
神
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
が
少
な

（
二
三
）

く
と
も
二
七
五
条
の
怪
異
現
象
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、
白
澤
避
恠
圖
は
十
九
条

（
二
四
）

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
十
九
条
こ
そ
が
あ
た
か
も
天
下
の
全
て
の
怪
異

を
挙
げ
尽
く
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
記
号
的
・
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
白
澤
避
恠
圖
で
は
辟
邪
理
念
が
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

或
い
は
、
こ
う
し
た
簡
略
化
の
傾
向
は
神
獣
白
澤
の
絵
を
張
る
だ
け
で
辟
邪
の

効
能
を
発
揮
す
る
白
澤
之
圖
に
も
当
て
は
ま
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
白

澤
資
料
が
浸
透
し
て
い
く
中
で
、
辟
邪
理
念
は
簡
略
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
辟
邪
理
念
の
簡
略
化
を
考
え
る
に
は
、
白
澤
避
恠
圖
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
、
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
岡
弘
氏
や
熊
澤
美
弓

氏
ら
の
研
究
を
参
照
す
れ
ば
、
例
え
ば
「
戸
隠
山
白
澤
避
恠
圖
」
（
伝
雪
舟
筆

白
澤
避
恠
圖
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
題
款
を
持
つ
）
は
、
信
州
戸
隠
山
を
参
詣
し

た
人
々
に
配
ら
れ
た
護
符
（
刷
り
物
）
で
あ
り
、
相
当
の
数
が
刷
ら
れ
た
よ
う

（
二
五
）

で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
旅
行
中
の
災
難
を
免
れ
る
た
め
に
白
澤
之
圖

を
携
帯
し
た
ら
し
い
。
中
国
で
も
白
澤
之
圖
は
門
扉
や
戸
口
な
ど
に
張
る
の
が

（
二
六
）

一
般
的
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
戸
口
に
貼
ら
れ
る
、
も
し
く
は
旅
行
に
携
帯
さ

（
二
七
）

れ
る
と
い
っ
た
使
用
形
態
か
ら
見
れ
ば
、
そ
こ
に
専
門
の
宗
教
者
に
依
頼
す
る

よ
う
な
複
雑
な
呪
術
儀
礼
を
必
要
と
す
る
状
況
は
想
定
し
に
く
い
。
お
そ
ら
く

は
御
守
り
な
ど
と
同
様
、
手
軽
な
縁
起
物
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

、
、
、

そ
れ
に
ど
れ
ほ
ど
熱
心
な
信
仰
心
が
向
け
ら
れ
た
か
は
、
使
用
者
の
心
性
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
や
は
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
簡
単
な
お
ま
、
、

じ
な
い
の
一
種
で
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
強
い
呪
術
と
し
て
の
効
能
を
期
待
す
る

、
、
、

こ
と
は
珍
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

白
澤
資
料
に
見
え
る
辟
邪
理
念
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
く
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
宗
教
者
以
外
の
一
般
の
人
々
が
使
用
す
る
上
で
の
利
便
性
の
需
要
が
作
用
し

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
人
々
の
慣
習
に
溶
け
込
み
や

す
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
或
い
は
、
神
獣
白
澤
が
単
に
辟
邪
の
た
め
で
は
な
く
、

縁
起
の
良
い
モ
チ
ー
フ
と
し
て
画
題
に
選
ば
れ
、
美
術
品
と
し
て
白
澤
之
圖
が

描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
う
し
た
唐
代
以
降
の
白
澤
資
料
が
置
か
れ
た

（
二
八
）

状
況
に
起
因
す
る
文
化
現
象
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
白
澤
資
料
の
浸
透
に
よ
り
、
本
来
秘
術
と
し
て
の
性
格
が

強
か
っ
た
鬼
神
の
名
前
を
呼
ぶ
辟
邪
方
法
も
ま
た
徐
々
に
一
般
化
し
、
人
々
の

慣
習
の
基
層
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
白
澤
圖
』
に
端
を
発
す
る
白
澤
資
料
の
変
遷
と
受
容
の
在
り
方
を

見
て
き
た
。

本
来
の
『
白
澤
圖
』
は
、
先
行
す
る
白
澤
伝
説
に
基
づ
き
六
朝
初
め
頃
に
成
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立
す
る
が
、
当
初
は
神
仙
家
に
好
ん
で
読
ま
れ
る
一
方
で
、
浸
透
し
た
階
層
は

限
定
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
梁
代
ま
で
に
『
白
澤
圖
』
の
影
響
を

受
け
て
書
か
れ
た
『
白
澤
地
鏡
』
も
ま
た
神
仙
道
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
窺
え

る
。
し
か
し
、
唐
代
に
入
る
と
『
白
澤
圖
』
及
び
神
獣
白
澤
を
め
ぐ
る
辟
邪
観

念
は
徐
々
に
一
般
に
も
浸
透
し
て
ゆ
く
。
現
世
利
益
的
な
性
格
の
強
い
辟
邪
書

『
白
澤
精
恠
圖
』
に
白
澤
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
例
と
言
え
る
。

ま
た
、
変
遷
の
過
程
で
、
そ
の
辟
邪
対
象
が
鬼
神
か
ら
怪
異
現
象
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
唐
代
以
降
、
白
澤
之
圖
と
呼
ば
れ
る
辟
邪
絵

が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
後
に
は
『
白
澤
圖
』
と
混
同
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
白
澤
伝
説
も
白
澤
之
圖
に
即
し
た
内
容
に
変
遷
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
白
澤
資
料
の
辟
邪
理
念
も
、
宗
教
者
以
外
の
人
々
に
も

使
い
や
す
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
辟
邪
対
象
が
宗
教
者
で
な

く
て
は
見
る
こ
と
も
難
し
い
鬼
神
か
ら
、
一
般
の
人
々
で
も
捉
え
ら
れ
る
怪
異

へ
と
変
わ
り
、
辟
邪
方
法
も
煩
雑
な
呪
術
儀
礼
を
伴
う
も
の
か
ら
、
怪
異
を
起

こ
す
鬼
の
名
を
呼
ぶ
だ
け
、
或
い
は
白
澤
の
絵
を
張
る
だ
け
の
も
の
に
変
わ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
以
上
が
小
稿
で
の
検
討
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
最

後
に
辟
邪
と
怪
異
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

現
在
確
認
で
き
る
白
澤
資
料
で
は
、
辟
邪
対
象
が
鬼
神
か
ら
怪
異
に
変
わ
る

の
は
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
か
ら
で
あ
る
。
「
白
澤
精
恠
圖
」
の
書
名
を
唐
代
の

仏
僧
ら
に
よ
る
命
名
と
す
る
筆
者
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
当
時
用
い
ら

れ
て
い
た
怪
異
占
を
含
む
辟
邪
書
に
、
彼
ら
は
白
澤
を
冠
し
て
命
名
し
た
こ
と

に
な
る
。
先
に
見
た
『
景
徳
傳
燈
録
』
巻
十
六
の
唐
・
元
安
禅
師
の
伝
記
の
よ

う
に
（
五
二
頁
上
段
）
、
仏
教
に
お
け
る
白
澤
資
料
の
あ
り
方
は
一
般
の
人
々

と
大
差
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仏
僧
が
こ
の
残
巻
の
内
容
か
ら
白
澤
を
連

想
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
白
澤
を
冠
す
る
辟
邪
書
と

怪
異
占
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
辟
邪
理
念
が
以
降

の
白
澤
資
料
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
先
に
辟
邪
理
念
が
簡
略
化
し
て
い
く
傾
向

を
宗
教
者
以
外
の
人
々
の
需
要
に
よ
る
も
の
と
論
じ
た
が
、
鬼
神
か
ら
怪
異
へ

の
辟
邪
対
象
の
変
遷
も
ま
た
、
一
般
の
人
々
の
需
要
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
鬼
神
を
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
能
力
は
宗
教

的
職
能
と
さ
れ
、
一
般
の
人
々
に
は
難
し
か
っ
た
。
宗
教
者
以
外
の
人
々
が
不

（
二
九
）

吉
を
感
じ
る
の
は
、
思
い
が
け
ず
怪
異
に
遭
遇
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
怪

異
の
正
体
を
知
る
た
め
に
、
人
々
は
宗
教
者
に
占
卜
を
乞
い
、
そ
の
占
断
次
第

で
は
辟
邪
に
よ
り
不
祥
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。
或
い
は
、
こ
の
辟
邪
に
し
て

も
、
素
人
に
は
難
し
い
呪
術
儀
礼
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
宗
教
者
に

依
頼
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
宗
教
者
は
、
個
人
主
義
的
な
神
仙
家

で
は
な
く
、
一
般
の
人
々
に
乞
わ
れ
占
卜
や
儀
礼
を
行
う
一
種
の
サ
ー
ビ
ス
業

的
宗
教
者
で
あ
る
。
『
白
澤
精
恠
圖
』
の
内
容
に
怪
異
占
と
専
門
的
な
辟
邪
呪

（
三
〇
）

術
が
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
よ
り
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
時
代
が
下
る
に
連
れ
、
宗
教
者
の
関
与
が
必
要
な
い
も
の
が
作
製

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
白
澤
之
圖
は
門
戸
に
張
る
、
或
い
は
携
帯
す
る
だ
け
で

効
果
を
発
揮
し
た
。
或
い
は
、
や
や
凝
っ
た
内
容
の
白
澤
避
恠
圖
で
あ
っ
て
も
、

怪
異
か
ら
鬼
神
を
特
定
し
、
そ
の
鬼
神
の
名
前
を
唱
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
、

特
別
な
宗
教
的
職
能
は
必
要
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
い
つ
頃
出
現
し
た

の
か
、
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
唐
後
期
頃
か
ら
、『
白
澤
圖
』

が
散
佚
す
る
北
宋
頃
に
掛
け
て
出
現
し
、
新
た
な
「
白
澤
圖
」
は
慣
習
の
基
層

の
ひ
と
つ
と
し
て
人
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
三
一
）

と
こ
ろ
で
、
唐
代
を
境
に
白
澤
資
料
の
性
格
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、

一
般
の
人
々
の
需
要
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
辟
邪
と
い
う
人
々
が
普
遍
的
に

持
つ
願
望
が
、
唐
代
で
突
如
顕
在
化
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
ろ
ん
社
会
状
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況
の
変
動
を
受
け
、
人
々
の
辟
邪
へ
の
要
求
も
変
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
ろ

う
が
、
こ
う
し
た
需
要
は
あ
る
段
階
か
ら
常
に
白
澤
資
料
に
向
け
作
用
し
て
い

（
三
二
）

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
白
澤
資
料
に
限
ら
ず
と
も
、
程
度
や
方
向

性
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
他
の
辟
邪
書
・
辟
邪
呪
物
に
も
同
様
の
状
況
が
想
定
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
普
遍
的
需
要
に
よ
る
内
在
的
な

性
質
の
変
化
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
資
料
的

制
約
は
元
よ
り
、
ま
た
一
続
き
の
流
れ
と
し
て
検
討
し
う
る
資
料
群
が
な
か
っ

た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
小
稿
で
検
討

し
た
白
澤
資
料
を
め
ぐ
る
長
期
的
な
文
化
現
象
は
、
辟
邪
を
求
め
る
人
々
の
普

遍
的
需
要
が
実
際
に
辟
邪
書
・
辟
邪
呪
物
及
び
辟
邪
観
念
そ
の
も
の
に
、
ど
の

よ
う
に
作
用
し
て
い
く
か
を
窺
い
得
る
貴
重
な
一
例
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。

今
後
、
白
澤
資
料
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
道
仏
儒
三
教
及
び
そ
の
外

側
に
あ
る
雑
多
な
信
仰
の
中
に
見
え
る
辟
邪
文
化
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
辟
邪

文
化
の
持
つ
社
会
的
意
義
の
解
明
に
繋
げ
た
い
。

注
（
一
）
拙
稿
「
『
女
青
鬼
律
』
に
見
え
る
鬼
神
観
及
び
そ
の
受
容
と
展
開
」
『
東
方
宗
教
』

一
一
三
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
二
）
小
稿
の
検
討
に
あ
た
り
、
庶
民
や
民
衆
に
固
有
の
信
仰
と
い
う
限
定
的
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
あ
る
「
民
間
信
仰
」
の
語
は
用
い
ず
、
知
識
人
か
ら
庶
民
ま
で
を
含
む
広

い
階
層
の
社
会
生
活
の
中
に
、
慣
習
と
し
て
定
着
し
た
思
考
・
信
仰
・
技
術
・
道

具
な
ど
を
意
味
す
る
「
基
層
文
化
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
既
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
文
化
史
に
は
、
知
識
人
層
と
下
層
民
衆
層
と
い
う

二
つ
の
階
層
を
対
立
的
に
捉
え
る
前
提
で
は
読
み
解
け
な
い
側
面
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
（
森
由
利
亜
「
近
年
の
米
国
に
お
け
る
中
国
思
想
・
宗
教
研
究
―
通
俗
宗
教

popular
relogion

と
い
う
範
疇
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
東
方
学
』
第
百
四
輯
、
二
〇
〇

二
年
。
余
欣
『
神
道
人
心
―
唐
宋
之
際
敦
煌
民
生
宗
教
社
会
史
研
究
』
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
六
年
、
八
～
十
七
頁
。
）

（
三
）
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
―
附
解
題
」
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
一

四
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
四
）
『
白
澤
精
恠
圖
』
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松

本
榮
一
「
燉
煌
本
白
澤
精
恠
圖
卷
」
（
『
國
華
』
七
七
〇
号
、
一
九
五
六
年
）
、
饒
宗

頤
「
跋
敦
煌
本
白
澤
精
恠
圖
兩
殘
巻
（P.2682,S.6261

）
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
集
刊
』
四
一
本
四
分
、
一
九
六
九
年
）
、
王
重
民
「
白
澤
精
話
圖
―
伯
二
六
八

二
―
」（
『
敦
煌
古
籍
敍
録
』
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
。
初
稿
は
一
九
三
五
年
『
續

脩
四
庫
全
書
』
※
岡
野
康
幸
氏
の
御
指
摘
に
よ
る
）
、
陳
槃
「
古
讖
緯
書
録
解
題
二
」

附
記
「
白
澤
圖
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
集
』
一
二
本
、
一
九
四
七
年
）
、

黄
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
與
唐
五
代
占
卜
研
究
』
（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、

一
六
六
～
一
六
七
頁
）
、
林
聡
明
「
巴
黎
藏
敦
煌
本
白
澤
精
恠
圖
及
敦
煌
二
十
咏
考
」

（
『
東
呉
文
史
學
報
』
一
九
七
七
年
・
第
二
期
）
、
高
國
藩
「
敦
煌
民
間
信
仰
的
『
白

澤
精
恠
圖
』
」（
『
敦
煌
民
俗
学
』
上
海
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
、
周
西
波
「
『
白

澤
圖
』
研
究
」（
『
中
國
俗
文
化
研
究
１
』
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
王
愛
和
「
敦

煌
占
卜
文
書
研
究
」（
未
刊
行
、
蘭
州
大
学
二
〇
〇
三
年
博
士
論
文
）
、
游
自
勇
「
敦

煌
本
『
白
澤
精
恠
圖
』
校
録
」
（
『
百
年
敦
煌
文
献
整
理
研
究
国
際
学
術
討
論
会
論

文
集
』
（
学
会
論
集
）
、
二
〇
一
〇
年
）
、
孫
文
起
「
『
白
澤
圖
』
與
古
小
説
志
怪
淵

源
」
（
『
哈
爾
浜
學
院
學
報
』
二
〇
〇
七
年
・
第
一
〇
期
）
。

ま
た
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ー
パ
ー
氏
は
『
白
澤
精
恠
圖
』
に
見
え
る
悪
夢
払
い
の
呪

術
が
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
甲
・
詰
篇
に
見
え
る
呪
術
と
共
通
す
る
も
の
で
、
そ

の
発
展
形
式
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（D

onald
H
arper,

’A
N
ote

on
N
ightm

are

M
agic

in
A
ncient

and
M
edieval

C
hina

’

T
'angS

tudy
6
(1988

):p.71

）
。
同
様
の
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詰
篇
と
の
比
較
は
高
國
藩
氏
前
掲
論
文
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
『
白
澤
精
恠
圖
』
に

見
え
る
辟
邪
呪
術
の
中
に
漢
代
以
前
に
遡
る
呪
術
文
化
の
受
容
が
窺
え
る
。
た
だ

し
白
澤
資
料
に
汎
的
に
見
え
る
鬼
神
の
名
前
を
呼
ぶ
辟
邪
理
念
に
つ
い
て
は
、
後

漢
頃
に
定
着
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
注
意
を
要
す
る
。（
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』

輯
校
」
解
題
）

（
五
）
た
だ
し
、
松
本
榮
一
氏
は
両
書
が
全
く
別
個
の
書
で
あ
る
と
見
な
す
の
に
対
し
、

高
國
藩
氏
は
『
白
澤
精
恠
圖
』
を
『
白
澤
圖
』
を
「
改
造
」
し
て
成
っ
た
書
と
見

な
す
。
（
両
氏
前
掲
論
文
）

（
六
）
中
国
復
旦
大
学
古
代
史
研
究
班
（
同
大
歴
史
系
余
欣
氏
主
催
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
（
二
〇
一
〇
年
九
月
十
三
日
游
自
勇
氏
、
同
十
一
月
三

日
筆
者
）
。
そ
の
後
、
筆
者
は
報
告
内
容
を
修
正
し
、「
法
蔵
『
白
澤
精
恠
圖
』（P

.2682

）

考
」
と
題
し
、
中
国
の
学
術
誌
に
投
稿
中
。
な
お
両
書
を
別
個
の
書
と
す
る
見
解

に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
」
で
提
示
し
て
い
る
。

（
七
）
屋
代
弘
賢
『
白
澤
考
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
（
原
本
）
・
内
閣
文
庫
所
蔵
）
『
白
澤
圖

説
』
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
、
原
田
淑
人
「
瑞
獣
白
沢
及
び
角
端
に
就
い
て
」
（
『
東

亜
古
文
化
研
究
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
）
、
西
岡
弘
「
神
獣
白
澤
考
」（
『
國

學
院
大
學
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
九
八
年
）
、D

onald
H
arper

‘
H
akutaku

hi
kai

zu

’

A
sian

M
edicine

3
(2007

):pp.214-216

、
熊
澤
美
弓
「
『
渉
世
録
』
に
つ
い

て
―
「
白
澤
避
怪
圖
」
に
み
え
る
妖
怪
資
料
―
」
（
『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際

文
化
研
究
科
論
集
』
第
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
「
神
獣
「
白
澤
」
と
文
化
の
伝
播
」

『
愛
知
県
立
大
学
文
化
財
研
究
所
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）
、
坂
出
祥
伸
「
疫

病
除
け
霊
符
「
白
沢
」
と
妖
怪
百
科
と
し
て
の
「
白
沢
図
」
」
（
『
日
本
と
道
教
』
角

川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。

（
八
）
こ
の
他
、
『
南
史
』
卷
八
・
梁
簡
文
帝
本
紀
に
は
簡
文
帝
撰
の
「
新
增
白
澤
圖
五

卷
」
が
見
え
る
が
、
内
容
を
検
討
す
る
材
料
が
全
く
無
い
た
め
、
こ
こ
で
は
検
討

か
ら
除
く
。

（
九
）
西
岡
氏
前
掲
論
文
・
四
六
頁
に
こ
の
圖
と
題
款
を
載
せ
る
が
、
釈
読
の
誤
り
も

あ
り
注
意
を
要
す
る
。

（
一
〇

）
山
中
で
悪
鬼
精
怪
や
神
仙
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
丹
篇
・
仙
薬
篇

・
登
渉
篇
な
ど
に
記
述
が
あ
る
。
特
に
、
「
必
ず
山
神
の
試
す
所
と
爲
る
。
〔
必
爲

、

山
神
所
試
。
〕
（
登
渉
篇
）
」
や
「
鬼

人
を
試
す
の
み
〔
鬼
試
人
耳
〕
（
仙
薬
篇
）
」

、

の
よ
う
に
、
鬼
神
が
人
を
試
す
記
述
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
一
一

）
『
女
青
鬼
律
』
巻
一
に
「
太
上
大
道

之
を
見
る
に
忍
び
ず
、
二
年
七
月
七
日
の

日
中
の
時
、
此
の
『
鬼
律
』
八
卷
を
下
す
。
天
下
の
鬼
神
の
姓
名
・
吉
凶
の
術
を

（

女

青

鬼

律

）

紀
し
、
以
て
天
師
張
道
陵
に
勅
し
て
、
鬼
神
に
勅
せ
し
む
。
妄
り
に
東
西
南
北
に

轉
（
傳
）
う
を
得
ず
。
」
〔
太
上
大
道
不
忍
見
之
、
二
年
七
月
七
日
日
中
時
、
下
此

『
鬼
律
』
八
卷
、
紀
天
下
鬼
神
姓
名
・
吉
凶
之
術
、
以
勅
天
師
張
道
陵
、
使
勅
鬼

神
、
不
得
妄
轉
＊
東
西
南
北
。
＊
轉
は
傳
の
誤
り
か
。
以
下
全
て
傳
に
作
る
〕
（
道

蔵
本
）
と
あ
る
。
ま
た
実
際
に
鎮
墓
文
な
ど
六
朝
時
代
の
出
土
資
料
の
中
に
鬼
の

名
前
を
呼
ぶ
辟
邪
方
法
が
殆
ど
見
え
な
い
こ
と
も
、
こ
の
辟
邪
方
法
の
浸
透
が
限

定
的
だ
っ
た
証
左
と
言
え
る
。

（
一
二

）
或
い
は
『
三
國
志
』
巻
六
四
呉
書
・
諸
葛
恪
傳
に
拠
れ
ば
、
こ
の
と
き
諸
葛
恪

は
険
阻
な
丹
陽
の
山
々
に
散
居
し
た
「
山
越
の
民
」
を
恭
順
さ
せ
る
た
め
に
丹
陽

太
守
を
拝
命
し
て
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
深
山
に
通
じ
た
彼
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

同
じ
く
山
岳
と
関
わ
る
『
白
澤
圖
』
と
結
び
つ
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
一
三

）
『
隋
書
』
経
籍
志
三
・
子
部
五
行
類
に
「
乾
坤
鏡
二
巻
［
原
註
］
梁
、
天
鏡
・
地

鏡
・
日
月
鏡
・
四
規
鏡
經
各
一
卷
、
地
鏡
圖
六
卷
、
亡
。
」
（
中
華
書
局
本
）
と
あ

る
。

（
一
四

）
『
白
澤
圖
』
に
「
玉
の
精

名
づ
け
て
委
然
と
曰
う
。
美
女
の
青
衣
を
衣
る
が
如

し
。
之
を
見
る
に
桃
戈
を
以
て
之
を
刺
し
て
其
の
名
を
呼
ば
ば
則
ち
得
べ
き
な
り
。

夜
行
く
に
女
子
の
燭
を
戴
き
て
行
く
者
を
見
、
潛
か
に
其
の
亡
ぐ
る
所
に
從
わ
ば

則
ち
石
に
入
り
て
、
石
中
に
玉
有
る
な
り
。〔
玉
之
精
名
曰
委
然
。
如
美
女
衣
青
衣
。

見
之
以
桃
戈
刺
之
而
呼
其
名
則
可
得
也
。
夜
行
見
女
【
子
】
戴
燭
【
行
者
、
潛
從

其
所
亡
則
】
入
石
、
石
中
有
玉
也
。
〕
（
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
七
条
）
」
と
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あ
る
の
は
、
歐
陽
詢
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
火
部
・
燭
条
に
引
く
『
地
鏡
圖
』
に

「
玉
を
相
る
に
、
美
し
き
女
子
の
燭
を
載
き
て
壇
の
陰
を
行
く
を
見
、
其
の
出
入

す
る
所
の
處
に
從
わ
ば
、
石
中
に
玉
有
り
。
〔
相
玉
、
見
美
女
子
、
載
燭
行
壇
陰
、

從
其
所
出
入
處
、
石
中
有
玉
矣
。
〕
（
上
海
古
籍
出
版
校
本
）
」
と
あ
る
一
条
と
同
じ

内
容
で
あ
る
。

（
一
五

）
松
本
氏
前
掲
論
文
・
一
四
四
頁
。

（
一
六

）
識
語
の
全
文
は
「
已
前
三
紙
無
像
。
道
昕
記
。
道
僧
併
攝
。
俗
姓
范
。
／
『
白

、
、
、
、

澤
精
恠
圖
』
一
巻
卌
一
紙
成
。
」
と
あ
る
。
従
来
、
識
語
の
前
半
部
分
、
特
に
「
道、

僧
併
攝
」
の
意
味
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
実
見
調
査
に
よ
り
、
複
数
人
の

、
、
、

手
に
よ
る
用
紙
の
修
復
（
張
り
合
わ
せ
）
や
字
句
字
形
の
修
正
な
ど
の
痕
跡
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
こ
の
識
語
を
「
直
前
の
三
紙
は
図
像
無

し
（
無
図
部
分
を
指
す
）
。
道
昕
（
仏
僧
の
名
）
が
こ
の
こ
と
を
記
す
。
あ
る
仏
僧

、
、
、
、

が
両
残
巻
を
張
り
合
わ
せ
、
字
句
を
修
正
し
た
。
僧
の
俗
姓
は
范
と
い
っ
た
。
『
白

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

澤
精
恠
圖
』
一
巻
四
十
一
紙
こ
こ
に
成
る
」
と
解
釈
し
た
。

（
一
七

）
北
宋
ま
で
の
諸
書
に
引
か
れ
る
『
白
澤
圖
』
の
佚
文
に
は
、
怪
異
占
に
相
当
す

る
記
事
は
全
く
み
え
な
い
（
拙
稿
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
」
参
照
）
。
ま
た
南
宋
に
書

か
れ
た
本
草
書
や
随
筆
に
わ
ず
か
二
例
、
怪
異
占
の
佚
文
が
見
え
る
が
（
第
六
五

・
六
六
条
）
、
既
に
拙
稿
の
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
『
白
澤

圖
』
は
散
佚
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
唐
代
の
占
卜
類
書
で
あ
る
瞿
曇

悉
達
『
開
元
占
經
』
や
薩
守
真
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
も
『
白
澤
圖
』
か
ら
引
い
た

怪
異
占
の
記
事
が
全
く
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
二
例
に
つ
い
て
は
筆
者

は
後
世
の
加
筆
や
他
の
白
澤
資
料
と
の
混
同
の
可
能
性
を
疑
う
。
特
に
後
述
す
る

よ
う
に
時
代
が
下
る
に
つ
れ
白
澤
資
料
は
、
怪
異
占
と
結
び
つ
い
て
い
く
傾
向
に

あ
る
た
め
、
後
者
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

（
一
八

）
当
該
部
分
は
、
白
澤
避
恠
図
の
通
行
本
で
あ
る
戸
隠
山
白
澤
避
恠
圖
の
題
識
を

本
文
と
し
、
伝
雪
舟
筆
白
澤
避
恠
図
の
題
款
は
、
朱
書
き
で
異
同
の
み
を
示
す
。

こ
こ
で
は
、
朱
書
き
に
基
づ
き
、
伝
雪
舟
筆
本
の
題
款
を
復
原
し
た
。

（
一
九

）
坂
出
氏
前
掲
論
文
・
二
一
五
頁
。

（
二
〇

）
こ
こ
で
は
確
実
に
渉
世
録
か
ら
の
引
用
と
見
な
し
う
る
箇
所
と
し
て
傍
線
部
を

示
し
た
が
、
破
線
部
及
び
波
線
部
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
一

）
こ
の
白
澤
伝
説
の
筋
立
て
は
、
『
抱
朴
子
』
極
言
篇
に
も
「
神
奸
を
窮
め
ん
と
せ

ば
則
ち
白
澤
の
辭
を
記
す
〔
窮
神
奸
則
記
白
澤
之
辭
〕
」
（
新
編
諸
子
集
成
本
）
と

、
、
、
、
、
、
、

あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
か
ら
、
遅
く
と
も
西
晋
末
頃
ま
で
は
遡
り
う
る
。

（
二
二

）
昔
、
軒
轅
黄
帝
、
東
望
山
に
登
る
。
奇
獣

形

を

見

す
。
諸
を
大
庭
に
詢
る
。

す
が
た

あ
ら
わ

識
者

奏
し
て
言
え
ら
く
、
此
れ
白
澤
な
り
。
是
れ
上
蒼
大
一
の
精
な
れ
ば
、
星
妖

・
物
恠
、

逆

め
能
く
之
を
辨
ず
、
と
。
帝
廼
ち
立
像
を
絵
き
、
凡
そ
名
山
・
大

、
、
、
、
、
、
、
、

あ
ら
か
じ

川
、
合
せ
て
之
を
鎮
厭
せ
ば
、
萬
悪
消
滅
し
、
民
人

害
無
し
。〔
昔
、
軒
轅
黄
帝
、

登
東
望
山
。
奇
獣
見
形
、
詢
諸
大
庭
。
識
者
奏
言
、
此
白
澤
也
。
是
上
蒼
大
一
之

精
、
星
妖
物
恠
、
逆
能
辨
之
。
帝
廼
絵
立
像
、
凡
名
山
大
川
、
合
鎮
厭
之
、
萬
悪

消
滅
。
民
人
無
害
。
（
屋
代
弘
賢
『
白
澤
考
』
所
引
）

（
二
三

）
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代
名
畫
記
』
巻
四
に
当
時
の
『
白
澤
圖
』
が
三
二
〇
条
あ
っ

た
こ
と
が
見
え
る
。

（
二
四

）
有
図
部
分
の
末
尾
に
精
怪
の
記
事
が
一
九
九
条
あ
っ
た
と
す
る
書
き
入
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
無
図
部
分
は
現
存
す
る
記
事
が
七
六
条
あ
る
。

（
二
五

）
西
岡
氏
前
掲
論
文
・
五
五
頁
。
な
お
こ
こ
で
は
、
牛
山
佳
幸
氏
の
講
演
「
白
澤

信
仰
」
に
基
づ
く
。

（
二
六

）
熊
澤
氏
前
掲
論
文
「
『
渉
世
録
』
に
つ
い
て
」
五
頁
。

（
二
七

）
例
え
ば
、
南
宋
・
呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
巻
三
・
五
月
条
に
は
、
五
月
五
日
の
杭

州
の
人
々
の
風
俗
と
し
て
、
天
師
の
草
人
形
や
虎
、
白
澤
之
圖
な
ど
を
門
額
に
掛

け
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
二
八

）
白
澤
が
日
本
で
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
絵
師
に
好
ん
で
描
か
れ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
る
が
、
中
国
で
も
唐
・
張
約
の
賛
（
明
搨
墨
本
、
屋
代
弘
賢
『
白
澤
考
』

所
収
）
や
元
・
許
有
壬
の
「
白
澤
圖
賛
」
（
『
至
正
集
』
巻
六
七
）
な
ど
が
あ
り
、

絵
画
と
し
て
も
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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（
二
九

）
澤
田
瑞
穂
「
見
鬼
考
」
（
『
中
国
の
呪
法
』
河
出
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
。

（
三
〇

）
例
え
ば
『
白
澤
精
恠
圖
』
に
は
妻
子
や
財
産
奴
僕
、
訴
訟
な
ど
に
関
す
る
言
及

が
多
い
が
、
こ
う
し
た
現
世
利
益
的
な
記
述
は
『
抱
朴
子
』
登
渉
篇
に
は
全
く
見

な
い
。
い
ず
れ
も
類
似
の
辟
邪
呪
術
を
記
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
違
い
が
で
る
の

は
、
そ
の
呪
術
儀
礼
を
行
う
者
が
、
自
分
の
神
仙
修
行
の
た
め
行
う
か
、
人
々
の

依
頼
に
よ
り
行
う
か
、
と
い
う
相
違
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
占
卜
を

生
業
に
す
る
民
間
の
宗
教
者
に
つ
い
て
は
中
村
治
兵
衛
『
中
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
研
究
』
（
刀
水
書
房
、
一
九
九
二
年
）
三
九
～
四
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
三
一

）
小
稿
で
は
、
白
澤
を
め
ぐ
る
辟
邪
文
化
の
基
層
文
化
へ
の
浸
透
と
い
う
視
点
で

検
討
を
行
っ
た
た
め
、
そ
の
受
容
層
に
つ
い
て
は
宗
教
者
／
一
般
の
人
々
な
ど
と

か
な
り
大
雑
把
な
区
別
で
の
議
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
詳
細
な
受
容
者

の
立
場
毎
の
受
容
の
諸
相
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
三
二

）
例
え
ば
、
熊
澤
前
掲
論
文
「
神
獣
「
白
澤
」
と
文
化
の
伝
播
」
は
、
安
政
期
の

コ
レ
ラ
大
流
行
を
背
景
に
白
澤
の
魔
除
け
（
白
澤
避
恠
圖
）
が
広
ま
っ
て
い
っ
た

と
す
る
（
五
三
～
五
四
頁
）
。

〔
附
記
〕
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
の
席
上
で
、
司
会
の
近
藤
浩
之
氏
、
コ
メ
ン
テ
イ

タ
ー
の
森
和
氏
、
さ
ら
に
水
口
拓
寿
氏
・
静
永
健
氏
か
ら
貴
重
な
御
指
摘
を

頂
い
た
。
ま
た
査
読
担
当
者
の
方
々
か
ら
も
丁
寧
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ

こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
中

国
中
世
の
鬼
神
観
を
め
ぐ
る
宗
教
文
化
史
の
研
究
」
（
課
題
番
号21

･7564
）

及
び
平
成
二
十
一
年
度
優
秀
若
手
研
究
者
海
外
派
遣
事
業
（
特
別
研
究
員
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
１
）

●

鈴
木

達
明
（
す
ず
き

た
つ
あ
き
）

・
一
九
七
六
年
生
、
博
士
（
文
学
）

・
追
手
門
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

・
「
語
り
得
ぬ
も
の
へ
の
こ
と
ば
―
―
『
荘
子
』
に
お
け
る
言
語
問
題
と
言

説
へ
の
意
識
に
つ
い
て
―
―
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
六
六
冊
）
。
「
「
道
」

の
た
め
の
有
韻
文
―
―
『
荘
子
』
の
定
型
押
韻
句
と
黄
老
思
想
―
―
」（
『
東

方
学
』
第
一
一
五
輯
）
。
「
叙
述
形
式
か
ら
見
た
太
公
書
『
六
韜
』
の
成

立
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
八
○
冊
）
。

●

平
澤

歩
（
ひ
ら
さ
わ

あ
ゆ
む
）

・
一
九
八
四
年
生
、
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

・
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在
籍

・
「
『
漢
書
』
五
行
志
と
劉
向
『
洪
範
五
行
伝
論
』
」
（
『
中
国
哲
学
研
究
』
第

二
五
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
。「
修
母
致
子
説
の
成
立
と
そ
の
変
容
」（
『
中

国
―
社
会
と
文
化
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
）
。

●

島
田

悠
（
し
ま
だ

ゆ
う
）

・
一
九
八
〇
年
生

・
青
山
学
院
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
中

・
『
全
訳
後
漢
書
・
列
伝
（
二
）
』（
共
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
。「
西

晉
・
劉
頌
の
「
徐
淮
南
相
在
郡
上
疏
」
と
武
帝
期
後
半
の
治
世
」
（
『
六

朝
学
術
学
会
報
』
一
一
、
二
〇
一
〇
年
）
。
「
孫
呉
滅
亡
後
の
三
呉
―
―
西

晋
の
三
呉
支
配
―
―
」
（
『
三
国
志
研
究
』
五
、
二
〇
一
〇
年
）
。
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